
 

第 2 回日本難病医療ネットワーク学会学術集会 大会賞 

 

 

最優秀口演賞 １名 

 

●野正佳余（大阪難病医療情報センター 難病医療専門員） 

保健所におけるネットワーク構築に関する調査 

 

優秀口演賞  2 名 
 

●窪田倫子（鹿児島大学医学部・歯学部付属病院 看護師） 

スティフパーソン症候群により長期療養生活を強いられている 

患者・家族への看護介入を振り返って 

 

●今村亜由美（独立行政法人国立病院機構 大牟田病院 看護師） 

ALS 患者・家族に対する、診断早期からの緩和ケア 

～全経過約 3年の A氏への関わりを通して～ 

 

最優秀ポスター賞 1 名 
 

●大達清美（松阪中央総合病院 神経内科 医師） 

神経難病患者の在宅医療充実に向けた当院での取り組み 

 

優秀ポスター賞  2 名 

 

●山崎和美（大阪府四条畷保健所 保健師） 

難病の地域診断と保健活動～既存事業の新たな展開を目指して～ 

 

●中本富美（国立病院機構医王病院地域医療連携室 ソーシャルワーカー） 

石川県在宅 ALS 患者の抱える課題～災害対策の訪問調査から見えること～ 


